
本
民
族
の
一
部
な
る
か
も
画
砺
難
く
、
恐
ら
く
は
現
代
ア

イ
ヌ
ご
同
親
す
べ
き
に
あ
ら
す
ご
の
見
解
に
至
っ
て
は
、

更
學
の
敷
ふ
る
所
ご
全
然
相
容
れ
ざ
る
も
の
で
め
る
こ
ご

を
、
こ
、
に
明
言
す
る
を
澤
ら
な
い
の
で
あ
る
り

　
　
疹
照
　
河
内
國
府
強
蹟
最
古
の
住
民
に
就
て
（
歴
吏
地
理
三
二
の
四
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ

紹

介

’

　
　
　
　
　
愚
圖
　
　
書
　
　
．
　
　
　
　
戸

　
　
　
　
む
　
る
　
あ
　
　
　
お
　
ゆ

　
　
　
留
朝
鮮
佛
黄
蓮
史
　
　
　
　
　
睾
　
　
　
　
李
、
龍
　
瀦
　
著

　
佛
敏
の
朝
鮮
に
傳
乏
し
て
よ
貫
入
心
こ
れ
に
浸
潤
・
し
、
高
麗
に
至
っ
て
政

敏
一
致
隆
燈
の
極
に
・
達
量
目
ミ
跳
ハ
に
漸
叩
く
蓑
兆
を
口
密
ぜ
し
が
、
朝
一
鮮
に
、
入
n
り

て
途
に
反
動
的
恐
慌
を
來
し
，
箕
宗
派
は
灘
．
敏
二
宗
に
限
ら
れ
、
専
刹
は
破

野
球
ら
れ
、
心
魂
に
蟹
斥
を
受
け
れ
り
。
さ
れ
ご
積
年
の
信
仰
も
ミ
よ
り
一

朝
に
・
し
て
紀
年
・
し
得
べ
く
も
あ
ら
す
。
伽
ふ
る
に
名
僧
知
識
の
此
間
に
切
出

し
て
額
…
翻
を
支
ふ
る
も
の
あ
り
し
か
ば
、
…
数
干
離
の
古
刹
鰍
ビ
し
て
各
地
に
、

山議

ｵ
、
佛
復
薫
一
一
醐
等
一
世
界
に
．
誇
る
べ
吾
・
逡
物
を
今
に
．
傳
ふ
る
も
あ
り
。
ロ
バ
從

來
朝
鮮
佛
数
の
浩
麓
丁
を
掛
臥
ず
％
へ
寄
」
皮
籍
の
極
め
て
早
れ
な
る
b
μ
一
山
人
鋏
跳
ハ
虚

第
三
巻
　
　
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
リ
お

詔
は
ざ
る
べ
か
ら
す
。
無
る
に
余
今
夏
京
城
に
あ
叫
て
始
め
て
李
能
和
氏
に

も
　
へ
　
も
　
も
　
ヘ
　
へ

朝
鮮
佛
敏
通
吏
の
新
著
め
る
渉
を
知
り
，
蹄
來
著
者
よ
り
一
書
を
寄
也
て
批
評

を
求
め
ら
る
、
に
遭
ひ
欣
尉
脚
に
．
堪
へ
す
、
薯
一
眠
｝
に
從
へ
げ
凸
こ
れ
鑑
凸
型
…
去
十
府

五
年
潜
心
研
籔
の
鹸
に
成
れ
る
も
の
な
り
亡
、
本
書
の
學
溝
に
寄
狂
す
る
こ

ε
の
多
き
し
知
る
べ
、
な
な
り
。

　
　
　
も
　
ひ
　
　
や
　
も
　
へ
　
　
あ
　
　
を
　
　
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ぬ
　
も

本
書
に
よ
中
下
の
三
編
二
研
よ
り
成
り
、
土
編
は
佛
化
時
塵
ご
題
し
て
三
國

晴
代
よ
り
総
磐
府
時
代
令
天
正
蕉
年
）
に
護
る
迄
の
歴
吏
を
編
年
鷹
に
叙
蓮

し
、
こ
れ
に
附
ず
る
に
三
十
案
専
ε
共
末
毒
ミ
を
以
て
ゼ
る
も
の
（
菊
版
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
　
　
や
　
　
な
　
ぬ
　
も

四
號
活
宇
、
六
七
四
頁
）
中
編
は
三
寳
源
流
ご
題
し
、
項
を
鎖
っ
て
佛
教
の

起
源
よ
q
賦
ハ
支
那
傳
察
以
後
の
重
准
る
史
實
を
略
叙
〔
、
次
に
佛
敏
の
F
各
流

派
に
つ
奄
そ
一
々
媒
醜
立
傳
統
盛
衰
を
節
蓮
し
，
特
に
臨
濟
灘
の
源
流
よ
り

朝
鮮
・
ト
於
け
る
共
嫡
派
を
詳
訊
こ
て
近
目
の
雨
大
立
者
れ
る
溜
慮
浮
休
に
欄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
も
　
　
　
ち
　
　
ヘ
　
カ
　
も
　
や

筆
ぜ
る
も
の
（
三
七
七
頁
）
こ
れ
を
第
｝
朋
ミ
な
し
．
下
編
は
こ
蒼
品
題
ご

ヘ
　
へ
　
　
　
や
　
も
　
も
　
ゑ
　
も
　
　
ヘ
　
マ

題
・
し
出
聖
域
凹
千
年
歴
輿
以
下
の
八
字
二
百
絵
題
ト
に
直
接
聞
援
佛
教
に
醸
…

係
あ
る
各
櫨
の
事
項
を
縦
筆
鯉
に
列
叙
し
、
終
り
に
宗
敏
4
設
二
極
を
附
載

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
マ

ゼ
る
も
の
（
＝
一
四
八
夏
）
こ
れ
を
第
ご
研
ご
菰
す
。
全
編
漢
女
を
醗
ゐ
、

籾
糠
諮
一
文
を
亦
ハ
へ
・
し
巴
こ
ろ
あ
盛
り
塾
且
つ
考
質
す
ろ
ミ
こ
ろ
浮
μ
、
曲
朝
簸
闘
支
那

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
あ
　
も
　
や

及
び
我
岡
の
諸
書
に
及
び
、
備
考
参
考
の
下
に
語
巡
行
駿
碑
銘
灘
・
銘
等
を
救

め
、
断
層
に
に
叉
雪
濠
容
易
に
緋
難
き
も
の
あ
り
、
華
し
て
所
設
多
少
の
議

す
べ
き
も
の
あ
る
も
、
掌
れ
耀
健
F
し
て
創
見
に
乏
し
か
ら
す
、
各
編
首
に

第
四
號

一
七
九
　
　
（
七
〇
九
）



第
三
奮
　
　
紹
介

細…

ﾚ
¢
穂
・
し
て
人
名
其
”
他
の
件
名
索
引
を
添
へ
象
る
が
「
如
〃
｝
・
は
特
に
著
者
の
’

用
意
を
多
ミ
ぜ
ざ
ろ
能
に
す
、
其
記
事
往
々
冗
雑
に
互
り
組
皮
の
名
に
副
は

ざ
る
の
…
鞭
あ
ろ
も
獅
名
錐
籍
乎
歴
山
岱
之
龍
貿
兼
寓
於
箱
敏
之
田
川
ε
い
へ
る
自

序
に
顧
み
れ
ば
深
く
問
は
す
し
て
可
な
ら
ん
。
只
無
籍
の
取
材
は
未
だ
多
く

地
方
に
及
ば
ざ
る
が
如
く
、
今
夏
伽
椰
知
異
二
田
に
於
け
る
余
が
更
料
探
訪

の
跡
に
概
面
す
る
も
頗
る
探
撫
す
，
へ
鉦
・
も
の
あ
ソ
リ
旛
碧
者
に
し
て
若
・
し
異
断
書

に
博
く
吏
料
を
縫
等
諸
山
に
．
捜
り
て
庵
書
の
爾
灘
…
を
補
へ
ば
慶
兀
盤
力
ろ
を
得

．
ヘ
キ
・
か
O
（
宣
叩
城
噺
よ
久
徽
叩
登
行
、
債
六
、
五
〇
）
　
〔
一
一
一
浦
》

　
　
　
　
ぜ
ト
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
お
　
わ
　
け

　
　
　
働
蝉
糊
美
徳
大
半
　
第
一
輯

　
丈
學
士
永
山
時
英
氏
が
長
崎
縣
立
岡
害
寝
藁
の
職
に
あ
り
て
や
鹸
暇
蒐
集

に
努
め
れ
る
論
外
爾
係
の
史
料
申
其
優
秀
な
る
も
の
、
，
愚
息
＋
種
を
採
寸
し

て
、
鞍
璃
版
に
附
乙
六
る
も
の
な
り
）
長
鱒
の
地
が
中
世
来
よ
り
近
世
期
郵

通
じ
て
要
津
叉
關
港
霧
こ
し
て
極
寒
謹
上
の
一
要
地
な
る
は
喬
ふ
を
須
ひ
す

反
此
の
鴎
門
に
よ
り
て
我
國
文
化
の
獲
面
上
電
要
な
る
外
耳
女
牝
の
流
入
し

た
る
を
以
て
碧
者
島
庭
に
語
意
し
、
從
來
此
椀
の
編
纂
な
き
に
あ
ら
ざ
る
も

何
れ
も
完
全
な
ら
ざ
る
に
よ
り
此
地
を
中
心
芽
し
て
汎
く
全
國
に
亘
り
て

資
料
湊
集
め
、
以
て
皮
學
研
究
の
資
に
供
ぜ
ん
ミ
す
る
ミ
共
に
一
般
妊
古
の

↓み

ﾉ
「
就
ハ
忠
心
を
八
刀
六
ん
ご
・
し
敦
る
噛
も
の
ア
な
日
り
O

　
本
心
ば
第
一
編
西
洋
諸
國
ミ
の
關
係
嘉
島
）
第
二
編
東
洋
諸
國
こ
の
閣
醒

酔
料
第
三
編
美
微
皮
料
、
第
四
編
長
崎
地
理
更
料
に
分
類
e
、
第
一
編
の
首

ρ

第
四
號

一
八
○
　
　
鰹
一
〇
）

に
に
「
三
型
桃
由
時
代
よ
り
徳
鰐
幕
府
時
代
に
於
け
る
西
洋
諸
國
定
の
交
魎
’

及
貿
易
史
概
要
」
を
載
也
て
天
文
十
二
年
葡
萄
牙
入
の
歌
登
、
サ
ビ
エ
ル
の

傳
澄
よ
り
寛
永
の
鎖
國
、
幕
末
開
等
等
に
至
ろ
一
志
情
勢
を
叙
し
、
爲
曇
版

に
は
松
浦
伯
酒
家
獅
藏
の
松
蒲
隆
信
、
鎭
信
の
爾
米
磨
、
三
百
年
前
の
河
内

浦
の
景
を
始
め
亡
し
」
李
戸
の
蘭
館
、
盤
術
皆
傳
巻
、
酒
糟
を
有
ぜ
る
サ
ン

ジ
ュ
ァ
ン
寺
の
杉
板
戸
、
島
原
観
賊
徒
の
旗
の
如
き
三
昧
あ
る
も
の
多
く
、

叉
踏
籍
、
属
島
蘭
館
等
の
如
き
ま
で
多
方
颪
に
亘
り
て
暮
れ
を
蒐
め
れ
叫
b

　
第
二
編
東
洋
諸
國
電
の
潮
溜
吏
料
に
於
て
も
、
編
首
交
撹
貿
易
の
概
要
を

訊
き
、
徳
川
勧
期
海
外
貿
易
家
荒
木
、
末
次
氏
等
の
総
総
よ
叫
庸
館
諭
霧
物

清
丈
鑛
和
解
簿
を
集
め
、
第
三
編
美
衛
史
料
に
於
て
は
塾
隙
元
餐
．
職
際
、

隠
元
よ
り
罵
馬
江
漢
、
西
紀
鍍
翁
等
の
支
那
盗
洋
衝
多
く
、
長
崎
地
理
典
料

に
て
に
寛
永
の
長
番
地
劉
よ
り
、
天
和
延
翠
明
治
大
正
の
軋
の
を
探
れ
り
。

各
自
弼
れ
も
和
女
及
び
英
文
の
簡
明
な
る
解
訊
を
附
し
。
用
意
周
到
な
叫
、
、

か
く
て
長
崎
を
中
心
亡
し
写
る
自
評
劉
外
…
關
係
の
一
大
圃
鑓
を
見
る
を
得
厄

し
め
六
ろ
編
者
の
勢
の
多
大
な
る
を
謝
ぜ
ざ
ろ
べ
か
ら
す
。
（
非
萱
品
）
（
西

田
）
（
長
崎
町
鍛
冶
屋
町
藤
木
博
英
社
債
一
五
、
O
O
）

　
　
　
　
も
　
モ
　
も
　
へ
　
も
　
へ

　
　
　
轡
閾
史
研
究
年
表
　
　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
　
黒
版
勝
美
碧

　
　
　
ヤ
　
へ
　
あ

　
　
　
　
　
　
も
い

　
近
く
醐
團
更
の
研
究
の
攻
版
…
を
公
け
に
■
ぜ
ろ
著
者
は
｝
更
に
購
書
に
附
…
贋
す
べ

き
も
の
ε
し
て
．
本
書
を
上
梓
黙
り
、
ホ
書
は
菊
版
百
二
十
八
頁
の
小
紛
子

躍
れ
こ
も
、
何
等
歴
稀
稀
寵
蓮
な
春
年
次
を
曾
路
ぜ
ろ
事
、
歴
疵
的
艶
蓮
に


